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笑 い の 効 果

宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長 三　山　吉　夫

昔から、“笑う門には福きたる”という言葉があります。ここ数年、お笑い番組がブームのようで

す。わたしが楽しみにしている番組に“笑いがいちばん”というN H Kの番組があります。また、新

春に大声で笑いころげる祭りがおこなわれているのをテレビで見たことがあります。昨年、小林でお

こなわれた宮崎県精神保健福祉大会では、特別講演に“参加型落語”を楽しませてもらいました。怒

っているよりも笑っているほうが楽しいことは誰でもわかっています。楽しそうに笑っている人の表

情をみて腹がたつ人はいないと思います。笑いの科学では、笑うと体の免疫力がたかまり、脳にもよ

い影響を与えると言われています。この免疫力の高まりには、笑うとナチュラルキラー（N K）細胞

の増えることが証明されています。この細胞は、ガン細胞をやっつけたり、ガンを予防する作用があ

るといわれています。そのほか笑いの効果には、さまざまな病気の予防や改善に役立つことが科学的

にも証明されています。身近な効果としては、便通がよくなる、ストレスの解消、血糖値や血圧を下

げる、仕事の能率をあげる、よく眠れる、老化防止などが証明されています。ある病院では、院長先

生が落語の勉強をされ、治療の一環として入院中の患者さんに病院寄席を楽しんでもらうことで、回

復の効果をあげているということです。つまり、よく笑う人ほど健康になれるということです。笑う

ことによって、脳では血液の流れが活発になり体の中枢に働きかけ、脳を活性化し病気に対しても有

効なことが証明されつつあります。

さて、あなたは普段よく笑うほうですか？わたしたちは、どうやら笑いを忘れかけているような気

がします。赤ちゃんのときは、純真無垢な笑いができたのに、大人になるとなかなか笑えなくなるよ

うです。ストレスの多い社会で生活しているわたしたちは、ややもすると暗く沈んでしまいます。ゆ

ううつな気分では、脳も体も元気に動くことができません。笑うどころではないといいたくなるよう

な出来事が多い時世ですが、くよくよしてもはじまりません。毎日、笑う習慣をつければ、病気にな

りにくい若々しい生活が送れそうです。笑いは、人とのコミュニケーションにも効果的で人を健康に

します。

障害者自立支援法が施行され、それまでよりも支援が厳しくなったことで、運用上の改善を求める

声が多く聞かれます。精神科病院に長く入院していた人を地域や社会で支援する方向で政策は進んで

います。障害者の自立と共生社会の実現に向かった方針は正しいと思いますが、現実には、支援のた

めの施設を利用する人や支援する事業所の負担が大きくなっている状況があります。このままでは、

障害者の自立と共生社会の実現に逆行することになりかねないため、障害者やその家族は不安を抱え

ている現状があります。障害者の方々は、これからどうなるだろうかと心配し、暗く沈んでしまうこ

とにもなりかねません。このような時、地域や社会が笑顔で障害者を迎えてくれたら、障害者やその

家族はほっとすることでしょう。障害者やその家族に安心感を持ってもらうことが、支援の第一歩で

あると思うのです。笑顔にあふれた地域や社会が、こころ豊かな福祉につながると考えます。“笑い”

は、自分の心の問題でもあります。“面白いことがないから笑えない”などといわないで、毎日の挨

拶のときの笑みなど、平素から笑いに心がけましょう。なんでも面白いと感じるものに接して、大い

に笑ってみてください。人の顔には表情筋といわれる筋肉があります。大きく口をあけて、顔全体の

筋肉をほぐす習慣は笑いやすくするこつといわれます。一日に何回笑えたか、時々振り返ってみるの

もこころの健康の秘訣です。思うようにならないことが多いのが“憂き世”です。“笑う門には健康

きたる”です。大いに笑いましょう。
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第４６回　宮崎県精神保健福祉大会

～笑って笑って　こころも笑う　笑顔いっぱい　しあわせいっぱい～

１　開催日時　：　平成１８年１０月１２日（木）

正午～午後３時30分

２　会　　場　：　小林市文化会館

３　参加者数　：　１，２７１名

４　大会内容　：

（１）プロローグ

映像と音楽「ほっとする音楽＆西諸の映像」

式典前の３０分間、大会テーマを感じていただけるよう、西諸の人・もの・環境の素晴ら

しさをスクリーン映像による風景写真と音楽で綴る。

（２）表　彰

宮崎県知事表彰　　　　　　　　　　　　　　８名受賞

宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰　　１１名受賞

宮崎県精神科病院協会会長表彰　　　　　　１５名受賞

受賞者名を読み上げる際、受賞者の笑顔を、ステ

ージ両サイドに設置したスクーンに映し、会場全体

で祝福。

（３）特別講演　

ライブ落語　会場とのコラボレーション

爆笑「客席参加型落語」 落語家　桂　三風　氏

（４）アトラクション 西諸からの歌や踊りのおもてなし

「にしもろ　笑　語り劇」 小林おもしろ発見塾

「踊り：さあさ　みんなで　どっこいしょ」 三松保育園

「スポーツレク　リフレッシュGo」 野菊の里

「ハンドベル演奏２曲＆ガッツイサンバ」 ふれあいの里

「ゴスペルソング」 上田浩恵＆宮崎ゴスペルクワイヤ小林

「唄も心もひとつになって」 ほたるの会＆ボランティア合唱団

会場全員の皆様と一緒に
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爆笑の特別講演に続き、西諸地域の様々な団体が、歌や踊り、劇で更に会場を盛

り上げました。

おもしろ発見塾　　「にしもろ　笑　語り劇」

小林の歴史や文化、地域資源などを調査研究し、新たな発見を楽しんでいま

す。多くが仕事を持った上で、仕事の後や休日に活動しています。創作劇を

含めての研究会を開き、地域住民の方達に小林のおもしろさを伝えています。

三松保育園　　「踊り・さあさ　みんなでどっこいしょ」

周辺の豊かな自然環境の中、川遊びやスケートなど様々な活動を体験しなが

ら、達成感を味わい自信をつけ、自分で考えて行動できるようになっていき

ます。「生きる力をもった心豊かな子どもの育ち」を願い、園と家庭が協力

して日々取り組んでいます。ばら組さんとゆり組のみんなで楽しく元気に踊

りました。

野菊の里（身体障害者療護施設）

「スポーツレク：斉太郎節・手のひらを太陽に」

開設以来３０年になります。毎週金曜日にスポーツレクリエーションを行っ

ています。内容はリズム体操、ゲーム、歌を歌ったりと活動の最初から最後

までいつも笑いが絶えず、にぎやかな雰囲気です。リズム体操の野菊の里バ

ージョンを思い切り楽しんで披露しました。

ふれあいの里（知的障害者授産施設）

「ハンドベル２曲＆ガッツイサンバ　」

「いきいき笑顔はみんな輝く」をモットーにいつも皆が光り輝いています。

施設では、木工、農園、菓子製造、委託作業などをみんなで力を合わせて取

り組んでいます。クラブ活動の一貫のハンドベルは毎週水曜日に練習し、レ

パートリーは1 5曲程あります。今回は元気を表現したガッツイサンバを発

表しました。

ほたるの会（精神障害者当事者グループ）

「唄も心ひとつになって」

平成１７年５月に発足し、今年で２年目を迎えました。活動日は毎月１回、

第３木曜日です。活動内容は調理実習やカラオケ、郊外への外出などを行っ

ています。今回は「しあわせなら手をたたこう」を歌いました。

上田浩恵＆宮崎ゴスペルクワイヤ小林　「みんなで歌ってみませんか？」

上田浩恵さんの主宰で、平成１８年３月に発足しました。小林市では、毎週

火曜日に細野中学校そばの「いろりの里」で楽しく練習しています。譜面が

読めなくても、音が多少外れても自分らしくお腹の底から声を出して歌うと、

帰る時にはなんだか心も体もスッキリです。アトラクションパートナーとし

て上田浩恵さんをむかえ、大きな声で会場と一緒に歌いました。

アトラクション～西諸からの歌や踊りのおもてなし～

出演団体紹介



大　　会　　宣　　言　

本日、ここ小林市において『笑って笑って　こころも笑う　笑顔いっぱい　しあわせいっぱい』を

テーマに、第４６回宮崎県精神保健福祉大会を開催いたしました。

私たちを取り巻く社会は、ストレスや経済的要因などによりこころの病気や自殺する人が増加する

傾向にあるなど、こころの健康を保つことが非常に重要となってきています。このような中、これま

では障害の種類別に提供されていた福祉サービスや公費負担医療などの一元化を目的の一つとして、

障害者自立支援法が施行されました。障害のあるなしに関係なく安心して暮らせる社会や、こころが

通い合う社会の実現など、私たちがこれまで強く求めてきた対策を、更に進めていく必要性が増して

きていると考えられます。

本大会には、県内各地から多くの地域住民の方々が参集し、地域が持つ「受容力」と「支援力」を

高めることにより、精神障害者が地域の一員として、笑顔と幸せにつつまれて暮らせる社会づくりを

めざしていくことを確認しました。

以上のことを踏まえながら、私たちは、本大会において次の３つのスローガンを掲げ、その実現に

向けて活動していくことを宣言します。
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【 ス ロ ー ガ ン 】

１　笑顔あふれるこころの健康づくりにつとめよう　　　　　　

２　自然な思いやりにつつまれる地域をつくろう

３　誰もが自立し楽しんで参加できる社会をめざそう

平成18年10月12日

第46回宮崎県精神保健福祉大会
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特別講演 ライブ落語　会場とのコラボレーション

爆笑「客席参加型落語」

講師　　桂　　三　風

宮崎県精神保健福祉大会にお招き頂きましてありがとうございます。大阪からやってきました桂

三風と申します。どうぞよろしくお付き合いください。

私、結婚式の司会をよくやっていますから分かりますけども、そりゃ、再婚・再々婚というのは意

外と多いですなあ。それで今日は結婚をテーマに、皆さんを客席参加型落語にご案内します。今日、

皆さんは小林市の文化会館にいらっしゃいますが、ひとときは結婚式場に来ているような気分で一緒

に落語を聞いていただきたいと思います。ですから乾杯をするときは同じように乾杯をしていただい

て、ご挨拶の方が出てこられたらご挨拶の方に拍手を送り、ご挨拶が終わったら拍手をして送り出し

てあげる、ということをやっていただきたい。で、万歳三唱は同じように万歳をやっていただきたい

と思います。

さあ、皆さん方を結婚式にご案内していきますけれども、今日皆さんが出席している結婚式は初婚

の方同士じゃないのです。バツ１・バツ２の多い時代でございますから、新郎が４回目でございます。

（笑）新婦はおそらく何回もしていると思いますけども、まあそんな結婚式でございましてね。だか

ら初婚同士だったら緊張してカチコチになっているんでしょうが、そんなもん慣れたもんですな。前

の奥さんとの間にできた子供の手を引きながら、背中に赤ちゃんをおぶりながら、どうもどうも、ま

いどまいど言っとる。（爆笑）えらい結婚式でございますけど、それではお二方が揃われたところで、

お仲人ご夫妻をご紹介申し上げまして、お二方の人となりを伺っていきたいと思います。お仲人様は

新郎のおじ様、細川隆一郎様、まさ子様ご夫妻です。大きな拍手でお迎えくださーい。（会場大きな

拍手）

「仲人の細川でございます。今回仲人を引き受けさせていただきましたが、前回もさせていただい

ております。（爆笑）ああ、前々回、その前も正直言って今回が４回目でございます。４回も新郎の

経歴聞かんでもよろしいでしょう。新婦の方もどうなるやらわかりませんし。いや私ね、断ったんで

すよ、そんな仲人立てない時代に何で仲人にこないこだわるんやと聞きましたら、今回を打ち止めに

したい、と申しておりました。今度は大丈夫やと思います。大丈夫やと思いますけど、万が一の時は

次回から持ち回りでお願いいたします。ご結婚おめでとうございます。」（会場拍手）ありがとうござ

いました。続きましてご来賓を代表されましてご新郎側より、ご新郎の勤務先上司大阪カメラ営業部

長、中村秀雄様にご登場していただきます。拍手でお迎えください。（会場拍手）「中村でございます。

まず前回寄せていただきましたときは、大阪カメラ営業課長でございましたが、この度昇進をいただ

きまして、これも皆様方のお陰と厚く御礼申し上げます。前回寄せて頂きました時、ラジオとカメラ

を一緒にいたしましたラジカメの売れ行きがいいと申しておりましたが、今回我が社ではカメラと万

年筆を合体させましたカメマンネンを発売（笑）しております。これが売れるといいんですけど…あ、

健一郎さんご結婚おめでとうございます。次回も是非呼んでいただきますように。おめでとうござい

ました。」（会場拍手）

なんかほとんど自分の会社の宣伝ばかりしていかれたように思います。続きまして新婦側を代表さ

れまして、高校時代の恩師小林正一郎様にご登場していただきます。大きな拍手でお迎えください。

（会場拍手）

「小林でございます。わしゃ新婦が高校に入学してきた

当時に校長をしておりました。新婦は入学当時から非常

にファッション感覚に優れた生徒でした。いつも短いス

カートを愛用し靴下をルーズに履きこなし、髪の毛を真

っ茶に染め顔を山んばのように塗りたくりいろんなとこ

ろに穴を開けてる生徒でございました。自由奔放な生徒

でね、登下校の時間は自分で決めていらっしゃいました。
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（爆笑）足の速い生徒でした。体育祭の花形でもう足が速い速い。こんな足の速い生徒は今まで見た

ことがない、と警察の方が嘆いておりました。（爆笑）まあそんなこんなでご結婚おめでとうござい

まーす。」（会場拍手）

ありがとうございました。なんやわけのわからん挨拶でございました。それではこのあたりでウェ

ディングケーキご入刀へとご案内していきたいところでございますが、お二人の希望と致しまして、

もうケーキは切り飽きたと申しておりますので、割愛させていただきまして、早速ではございますが、

乾杯の方にうつらせていただきたいと思います。乾杯のご発声は高校時代からのご友人、西村透さん

でございますが、拍手の量が若干減ってきているように思います。（笑）一つ大きな拍手でお迎えく

ださいませ。西村さんです。（会場大きな拍手）

「おめでとうございます。僕は健一郎君とは高校時代、勉強でもスポーツでも何一つ負けたことが

無かったです。結婚の回数は負けました。お前はすごいね、もうこうなったらギネス目指して何回も

やってください。応援します。またええ人いたら紹介しますから。おめでとうございます。それでは

健一郎君・由美さんの旅立ちを祝いまして乾杯の音頭をとらしていただきます。グラスを手にご準備

をお願いいたします。」「健一郎君・由美さんご結婚おめでとうございます。乾杯！」（会場乾杯の声）

拍手ありがとうございます。只今より祝宴の部の開演でございます。どうぞご両家からの心づくしの

お料理、そしてお祝いのお酒、存分に酔いしれていただきたいと思います。しばらくの間はゆっくり

とご歓談の時間です。

「おいおい、腹立つな。」「何で？」「腹立たへんか、４回目やて。４回祝儀とっとんのや。（笑）再

婚する度に嫁はんべっぴんになっとる。野郎！何が腹立つゆうたらこれが一番腹立つ。嫁はんどんど

んようなっていってんのに、料理どんどん悪うなってる」（笑）「一番最初に来た時はフランス料理の

フルコースやった。」「そうそう、あのワインがうまかったなあ。」「フランス直輸入のワインやったな。

何杯もおかわりしたな。」「２回目がせこーい会席料理屋やったがなあ。」「３回目覚えてる？幕の内弁

当やったや。」（笑）「４回目こんなんあるか、おい。披露宴にハヤシライスだけや。」（爆笑）「司会者

も司会者や、ご両家の心づくしのお料理がハヤシライスかおい。」「ごゆっくりお召し上がりください

て、すぐ食えるちゅうんや。」（笑）

それでは、お食事中ではございますが、ハネムーンのご予定を申し上げます。お二人は明日、関西

国際空港から世界一周の旅に向かわれます。

「世界一周、そんな金あるんやったら、このハヤシライスなんとかしてよ。」（笑）

是非関西国際空港へお見送りをお願いします。

「行かんとこうな。」「行こう。」「お前行くんか。」「行こう、行こう。行ってワーと胴上げしたろう。

胴上げして４回目に落としたろう。」悪い相談がおこっております。

さあ、あくる日の関西国際空港です。どうも皆さん、お集まりいただきましてありがとうございま

す。健一郎君・由美さんの旅立ちを祝いまして、万歳三唱をさせていただきます。私、神崎と申しま

す。よろしくお願いします。それではいきますよ。皆さんよろしいでしょうか。健一郎君・由美さん

ご結婚おめでとうございます。万歳！万歳！万歳！

やったあ。（拍手）誰やあれ、朝もはよから輪の中に入って万歳、万歳ゆうてる神崎という男、あ

れ何者や。あ、あれ新婦の前の婿さんや。（爆笑）

ありがとうございます。これが客席参加型落語ということで、お客さんと一緒に遊ぶような落語を

と考えたわけでございますけども、とにかく笑うという

ことは健康に非常によろしゅうございます。まあ、あの

サプリメントを飲んだり、ジョギングをしたりとかいう

ような健康も大事でございますが、心の健康は何よりも

笑いでございます。是非また落語を聞いていただきます

ように。今日はどうもありがとうございました。（拍手）
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講　師

桂　　三風
落語家

プロフィール

人物・特徴

桂三枝師匠に入門。創作落語をやりながら、あくまでも、ライブにこだわり、演者と客席が一体とな

って楽しめる、史上初の『客席参加型落語』を生み出す。また、2 0 0 0年からは小学生に落語の楽し

さを知ってもらう為に、全国の小学校を訪ねて落語ワークショップを展開している。

職歴・経歴

1 9 6 1年6月2 6日生まれ。滋賀県出身。本名は竹田俊英（たけだとしひで）。1 9 8 4年に桂三枝師匠に

入門。師匠桂三枝が、「落語会の新しい風になれ！」と願ってつけた名前。風刺の効いた創作落語や

ショート落語が持ち味。「よりお客さんに楽しんでもらおう、もっとお客さんに落語の世界に入って

もらい、演者と客席が一体となって新しい落語を創りだそう」そう考えてあみ出したのが落語界初、

三風オリジナル史上初の『客席参加型落語』である。ライブ（生）には映像で伝えきれない空気があ

り、また感動をももたらせてくれ、それらはいつまでも温かく心に残る。テレビの一方通行の笑いで

はなく、ライブの良さは、同じ空間に自分もお客さんも存在していることの楽しさを味わうこと。な

らば存在感だけでなく落語の中に参加してもらおう！と新スタイル『客席参加型落語』を生み出した。

参加すればするほど楽しい、落語の中の人物になったような気にもさせてくれると大好評。「関西だ

けでなく全国に広めたい！！」三風の野望は、全国を馳せる。すでにこの新風を巻き起こすスタイル

は、商標登録済みでもある。
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平成１８年度精神保健福祉事業功労者

宮崎県知事表彰

氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

�宮　眞樹
た か み や 　 ま き

宮崎市 （医）真愛会

�宮病院医師

昭和６０年から、高宮病院の医師として勤務し、病院の

目指す地域治療共同体の推進に力を注ぎ、他医療機関や福

祉施設との連携により、精神障害者の治療や社会復帰を図

り、精神保健福祉全般の向上に貢献している。

また、精神保健指定医として、精神科病院入院患者の病

状審査医、精神科病院実地指導医として公益性の高い業務

に従事している。

さらに平成１６年６月から宮崎県精神科病院協会理事に

就任、平成１８年６月からは、同協会副会長として、県内

の精神科病院の指導的役割を果たしてきている。

元水　健次
も と み ず 　 け ん じ

日南市 （医）同仁会

谷口病院

精神保健福祉

士・病棟看護師

長

昭和５７年から、日南市の谷口病院に看護師として勤務

し、昭和６０年からは、認知症疾患センター、重度治療病

棟にて、精神科ソーシヤルワーカーとして、相談援助の業

務に従事し、患者や家族の信頼を得てきた。平成６年から

は、生活訓練施設、授産施設、地域生活支援センターの施

設長を歴任し、活動の場を病院から施設、さらに地域へと

拡大し、日南市の地域精神保健福祉活動の中心となり、精

神障害者の社会復帰、社会参加に尽力してきた。近年は、

院内外において、後輩の人材育成に貢献してきている。

清 岩男
せ い 　 い わ お

新富町 グループホーム

青空世話人

（牛乳販売店代

表）

平成３年度から、高鍋保健所におけるデイケアのレクリ

エーションやミニバレー等のスポーツ活動の講師として精

神障害者と継続した交流を図っており、現在も当事者のレ

クリエーション活動をボランテイアとして支援中である。

平成１１年度からは、県立富養園家族会が設立したグル

ープホームの世話人として、当初から障害者と共に生活し

ている。共同生活の中で障害者に、お互いを助けあう気持

ち、思いやりの心、様々な経験を重ねて自立していく大切

さを気づかせ、社会復帰に導いている。

また、県社会適応訓練事業の協力事業者として、精神障

害者の訓練生を受入れ、共に作業しながら障害者の就労支

援に取り組んでいる。
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氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

壱岐美代子
い き 　 み よ こ

日向市 ひまわり共同

作業所・指導員

日向市ひまわり

家族会代表の妻

昭和６１年、自宅敷地を提供し、精神障害者小規模作

業所「ひまわり共同作業所」を夫とともに開所する。指

導員として、自ら工夫し細やかな作業を指導するととも

に、通所者たちのよき相談相手として作業所をまとめ、

四季折々のレクリエーション等を計画・実施するなど、

現在も作業所の向上に積極的に関与している。

また、昭和６２年に夫とともに日向市に精神障害者

地域家族会「日向市ひまわり家族会」を結成し、家族

会の一員として、その運営に尽力してきている。

地域においても、地区の行事に積極的に参加し、住民

と精神障害者の架け橋となっており、これらの努力は、

地域の精神保健福祉への普及啓発に大きく貢献している。

工藤　慶子
く ど う 　 け い こ

延岡市 社会福祉法人

藤慶会 授産施

設カンナ工房施

設長

平成１０年から、身体障害者婦人芽ばかり作業所に

精神障害者の受入れを図り、翌１１年には身体・知

的・精神すべての障害者を受け入れるための芽ばかり第

２福祉作業所を開設した。

精神障害者を受け入れる中で、精神障害者の社会復帰

のためには小規模作業所が重要な場所であると気づき、

平成１２年に精神障害者小規模作業所カンナ工房として

再スタートした。

平成１６年には同施設の社会福祉法人化に尽力し、社

会福祉法人藤慶会授産施設カンナ工房を設立。施設長と

して細やかな作業指導はもちろんのこと、作業外でも、

コーラス等の音楽活動を取り入れるなど、豊かな人間関

係づくりに配慮している。通所者や家族からの信頼も厚

く、延岡市の障害者福祉のリーダー的存在である。



長年にわたり、保健所デイケア活動に裁縫を主とした小

物作りの講師として活躍している。講師としての活動に際

しては、専門的支援だけでなく、広い視野での見識に基づ

く広いジャンルの話を当事者と交わすなど、常に温かく楽

しい雰囲気づくりに努めた。

また、材料となる布はすべて自前の洋服や着物のリサイ

クルであり、その温かみのある使いやすい作品は、現代で

は忘れ去られがちな「物を大切にする心」を当事者に伝え

ており、当事者の精神的な安定に貢献している。

桑原　房子
く わ は ら 　 ふ さ こ

小林市 ボランティア

氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

中村　敏子
な か む ら 　 と し こ

串間市 医療法人十善会

地域生活支援セ

ンターＷｉｎｇ

施設長

昭和３８年に宮崎県庁に入庁以来、保健師として３７年

間、本県の精神保健福祉事業に従事し、平成１２年に退職

後も、学校法人宮崎南学園宮崎保健福祉専門学校の教務と

して精神保健福祉士の育成に携わる。また、ボランティア

として南郷町・串間市の精神障害者家族会の役員を引き受

け、その活性化を図るための支援を続けることで、会員か

らも厚い信頼を得ている。

平成１７年からは、精神障害者地域生活支援センター

w i n gの施設長として、その指導力と温厚な人柄で、当該セ

ンターを地域に於ける精神障がい者の憩いの場・活動の拠

点として位置づける等、その活動は、後に続く者の模範と

なるものである。また、地域生活支援センターにおいて学

生やホームヘルパー実習を積極的に受け入れることにより、

精神障がい者の理解と支援の輪の広がりに貢献している。

釘崎　春男
く ぎ ざ き 　 は る お

都城市 農業 都城市あおぞら地域家族会結成後の昭和６３年４月にその

育成に当たるため役員や監査役に就任し、会長を補佐すると

ともに、精神障がい者の社会復帰に向けて尽力を続けている。

併せて、精神障がい者に関する正しい知識の普及啓発のた

めに、公民館活動並びに文化祭行事等に積極的に参加して、

地域住民より信頼を得るとともに感謝されている。

このような活動を続けることで、精神障がい者の自立と社

会参加並びに精神保健福祉事業の発展に多大に貢献している。

ﾎ ﾗ゙ ﾝ ﾃ ｨ ｱ ｸ゙ﾙ ー  ﾌ゚

ゆう

(代表者

鶴田
つるた

ハルエ)

都城市 － グループメンバー３０名は、精神障がい者への理解と支

え方などを身につけるための研修を受講しながら、平成１０

年４月から、都城市精神障害者在宅支援センターほのぼのサ

ロンにて、毎日（土・日を除く）支援活動を続けている。

主な支援活動としては、食改善料理、華道、茶道、ミニ

バレーボール、手芸、踊り等を通じて、精神障がい者に心の

ゆとりと生活上の心の支えになっており、関係者（特に、一

人暮らしの方々）から感謝されている。
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰



吉田　公子
よ し だ き み こ

延岡市 ボランティア

－小林市 保健所デイケア及び西諸地域精神保健福祉協議会で実施

される文化交流会において茶道の作法を障がい者へ分かり

やすく教えている。

また、文化交流会ではボランティアとして、当事者と共

に文化祭来場者への抹茶のもてなしを実施してきている。

これらの活動を通して、当事者と強い信頼関係を築くと

ともに、当事者に大きな自信を与えている。
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精神障害者小規模作業所「大瀬作業所」への支援を契機

として、通所授産施設「カンナ工房」のボランティアとし

て積極的に関与し、その通所生の良き相談役を勤めている。

また、カンナ工房主催のイベントには、中心的存在として

運営に関わり、関係者の厚い信頼を得ている。

これまで、一貫してボランティアによる精神保健の普及

啓発に努め、精神障がい者の社会参加並びに精神保健福祉

事業の発展に多大な貢献をしている。

裏千家
うらせんけ

殿所社中
とのところしゃちゅう

(代表者　

殿所 宗江
とのところ　そうこう

)

宇都
う と

ミヨ 小林市 スポーツ指導員 長年にわたり、保健所デイケア活動でのレクレーション及

びグランドゴルフの指導を行ってきた。その、テンポの良い

指導は、デイケアメンバーにとって元気の素となり、指導日

時をメンバーが待ち望むほどである。

また、スポーツ大会などメンバーの出場が予定される時は、

仕事や私事の都合をつけて、ボランティアとして参加し応援

するなどデイケアメンバーとの交流を大切にしている。

さらに、うつ状態にある方々からの様々な相談にも対応し

ているなど、地域の精神保健の向上にも大いに貢献している。

下村
しもむら

ノリ子
こ

高鍋町 ボランティア 平成１０年より高鍋保健所デイケア事業に、さらに平成１

８年からは当事者会にボランティアとして参加し、長年にわ

たって精神障がい者支援に積極的に関わっている。活動の中

ではさりげない心遣いと温かな人柄で参加者に安心感を与

え、大変慕われており、良き相談相手となるなど信頼が厚い。

この他、地域の公民館活動の中で、福祉部長を長年にわた

って勤めており、日々の地域活動で機会ある毎に、精神障が

い者に対する理解を広めるよう地域住民に働きかけるなど、

精神障がい者の社会復帰支援に貢献している。

石淵　照子
い し ぶ ち 　 て る こ

延岡市 製菓業 昭和５３年より延岡地域の精神保健福祉協議会（前身の

精神衛生協議会を含む）の理事あるいは監事として会員の

拡大を図るとともに、協議会の会員としても各種行事に積

極的に参加し、関係者から信頼を得るとともに、感謝され

ている。

また、商工会議所の役員として精神保健の普及啓発に努

め、精神障がい者の社会参加並びに精神保健福祉事業の発

展に多大な貢献をしている。



２０年にわたり栄養士業務に従事してきた。栄養士、調

理部門の責任者としてリーダーシップを発揮、業務に精励し、

現在主任栄養士として、栄養士、調理師等を統率する等、給

食スタッフの要の存在である。豊富な経験、知識を患者の視

点に立った献立作りに遺憾なく発揮、好評を得ている。

猪股　玉美
い の ま た 　 た ま み

門川町 准看護師

（田中病院）
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宮崎県精神科病院協会長表彰

入職以来、２４年間精神科看護に従事し、患者はもとよ

り、その家族からも信頼が厚く、様々な相談に対応している。

また、若手看護師の教育係としてリーダーシップを発揮

している。

さらに、病院機能評価受審にあたっては、書類の整備や

業務の見直しに積極的に取り組むとともに、苦情処理委員会

のメンバーとして、患者の苦情を業務改善につなげるよう取

り組んでいる。

黒木　美穂
く ろ ぎ 　 み ほ

日向市 管理栄養士

（協和病院）

氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

安在　正信
あんざい　まさのぶ

高千穂町 准看護師

(国見ヶ丘病院)

３２年間にわたり精神科看護に従事してきた。勤勉で責

任感が強く、患者や職員からの信頼も厚く、平成１４年に

は病棟師長に任命され、落ち着いた病棟運営に貢献してき

た。レク療法、生活療法の責任者として、運動会、盆踊り、

温泉旅行など変化のある楽しいレクを計画し実施してき

た。長年の経験を生かし後輩職員の指導、育成に努めてい

る。

富高
とみたか

たまえ 延岡市 准看護師

（延岡保養園）

約２５年間精神障害者の社会復帰へ積極的に尽力してき

た。外来婦長職を３年間経験し、現在は病棟主任として患者

及び家族からも厚い信頼と尊敬を得ている。また、職員間の

信頼も厚く、後輩の育成指導など精神保健の向上に尽力して

いる。

金丸　弘子
か ね ま る 　 ひ ろ こ

延岡市 准看護師

（吉田病院）

３０年間、精神障害者に対する献身的な看護や生活指導

等など精神科看護一筋に尽力してきた。温厚で真面目な勤

務態度は職員の模範である。現在は、急性期病棟に勤務し

豊富な経験と知識で患者の早期社会復帰に貢献している。



－16－

巻野恵美子
ま き の 　 え み こ

宮崎市 看護師

(宮崎若久病院)

２８年の長期にわたり病棟及び外来を通じ、誠実・積極

的に精神障害者の看護にあたってきた。また、平成６年には

日本精神科看護全国学会佐賀大会で研究発表を行っている。

主任として後進の指導に精励するなど、その業績は顕著であ

る。

坂口
さかぐち

るみ子
こ

宮崎市 看護師

（野崎病院）

氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

本宮
もとみや

とよか 日向市 看護補助者

（鮫島病院）

１９年間忠実に職務を遂行している。看護補助というあ

る意味一番患者に接する機会の多い職種において常に明る

く優しく接し患者に慕われており、入職以来勤務態度が真

面目で若い職員の手本になっている。

また、平成１０年には精神科介護士の資格を取得し、最

近では介護の合間に趣味のコーラスを生かし患者と一緒に

歌ったり、ゲームなどを一緒に楽しんだりして常に患者を

気遣い、精神科看護の重要な一翼を担っている。

稲留　孝子
い な ど め 　 た か こ

宮崎市 看護師

（�宮病院）

精神科病院看護師として約１８年間勤務。平成１０年から

は病棟主任として後輩の指導にあたる。平成１４年にはデイ

ケア室長となり、患者のデイケア参加定着のため、日々のプ

ログラム策定に携わり実績を残した。また、地域生活支援室

長を兼務し、訪問看護の活動を発展させた。

平成１７年からは急性期治療病棟看護師長として、中間管

理職の教育に力を注ぎ、成果を上げている。

右田
み ぎ た

タイ 宮崎市 看護師

（井上病院）

２１年の長期にわたり、看護業務に精励し、強い責任感

と、常に一貫した優しさで、患者、家族から高く評価され

ている。また向学心も強く、後輩の教育育成にも貢献して

いる。

２１年の長期にわたり精神障害者及び高齢者の看護に従

事してきた。その間、経験と知識を積み重ね、後輩の育成と

患者・家族の指導に力を注ぎ、中間管理職として管理業務を

全うしている。また、医療安全委員会に属し、安全対策に力

を注ぐとともに、身体拘束の最小化に努めている。真面目で

責任感の強い姿勢は、職員からも信頼が厚く、真摯な勤務態

度は後輩のよきモデルである。また、患者・家族が安心して

快適な療養生活ができるよう、明るく心に添う看護に努めて

いる。
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合原　　修
ご う ば る 　 お さ む

野尻町 准看護師

（内村病院）

２２年の長期にわたり精神科看護業務に精励している。

患者に対する適切な指導助言にて病状回復に努め、生活療法、

作業療法、ＳＳＴ等にも率先して取り組んでいる。たゆまぬ

向上心、勉強意欲を持ち続け患者の社会復帰に大きく貢献す

るなど、その功績は顕著である。

清水　泰子
し み ず 　 や す こ

日南市 看護師

（谷口病院）

氏　　名 住　所
所　　属

職　　種
功　　　　績　　　　概　　　　要

今永　周二
いまなが　しゅうじ

都城市 准看護師

（永田病院）

約３０年の長期にわたり、一貫して精神障害者の看護に

専念し、特に入院患者の看護、レク療法、生活療法、作業

療法等幅広く率先して取り組んでいる。その看護活動は患

者及び家族より強い信頼と尊敬を得ており、また、後輩の

指導も豊富な経験を生かし適切であるなど、他の模範とす

るところである。

山中
やまなか

フミエ 都城市 看護師

（都城新生病院）

約２７年の長期にわたり精神障害者の看護に従事してい

る。平成６年には病棟主任となり、常に患者の快適入院生活

の保持、社会復帰に向けた努力をしている。平成８年に外来

師長に就任してからもその熱意は変わらず、患者・家族から

も人望が厚く、外来部門においても業務の中心的役割を果た

している。

薦田　信子
こ も た 　 の ぶ こ

小林市 検査助手

（小林保養院）

２５年の長期にわたり検査室に勤務している。アシスタ

ントとして、誠実に業務遂行することにより、患者の健康

管理を側面からサポートしている。なお、平成１５年より

リスクマネジメント部会の委員となり、他部署との連携を

図りながら、現在医療安全の確保に力を注いでいる。

２１年の長期にわたり精神科看護に従事してきた。誠実

で几帳面、責任感の強い性格でありリーダーシップを発揮、

師長補佐を経て看護師長の要職についている。患者の社会復

帰支援に常に前向きで、家族や関係機関との積極的な関わり

を心がけている。また、院内接遇委員会の委員長も務め、精

神看護の質の向上に貢献している。
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰受賞者の声

医療法人十善会　県南病院

地域生活支援センターＷｉｎｇ

センター長　　　中村　敏子

今回この栄えある賞を頂き大変恐縮しています。この賞は私個人のものではなく、これまで一緒に

歩いてきてもらった多くの方々の代表としてもらったものと考えています。

南から北へ、そしてまた南へ。６ヶ所の保健所へ動きながらその地域でのいろいろな出会いは、土

地柄、生活の場の違いはあってもそこで係わりあった人達に随分育ててもらったと感謝しています。

長い年月が過ぎてそれぞれの時のことを懐かしく思いながら、今なお２０余年以上も付き合ってき

ている人達もあり家族の方も含めての付き合いが仕事は抜きにして好きなのです。

社会の中でもいろいろな動きがあり法の下に福祉サービスのあり方に大きく期待したのですが、明

るい兆しはまだまだ遠いようです。これからも地域が元気になって当事者・家族を支えこれまで求め

てきたものをさらに強く進めながら皆が安心して暮らせる場を作っていかなければならないと思いま

す。多くの理解者が欲しいのです。当センターでもボランティアの方々の協力が大きな支えになって

おり、新しいことへの挑戦もやり始めています。微力ながらこれからも皆と一緒に羽ばたいていきた

いと思います。

最後にこの精神保健福祉大会ではいつも関係者が多く一般の方々の参加が少ないように見受けられ

ます。「こころの健康づくり」を目指してもっと各地から地域住民の方々の参加を期待したいと思い

ます。
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小林市レクリエーション協会長　

宇都　ミヨ

今回表彰される皆々様、「心よりおめでとうございます」紙面上にてお祝い申し上げます。

私事、年を重ねながら自主的に都城・西諸地域の福祉施設や老人クラブ、子供達に対するボランテ

ィアに頑張っています。時に体調が悪くても現場に行き人それぞれの方達に会うと「ホッ」といたし

ます。

現場では、教えてあげるのではなく、一緒に楽しむ姿勢が不可欠だと思います。時折、マジック等

で失敗した時、自分が笑い、皆さんが笑う。介護体操を始めるとそれまで見向きもしなかった方がい

つの間にか手足を動かし、笑顔がこぼれている。

人々の目線に立って個性やプライバシーを尊重し、相手を支えられたその時、自分を生かし助けら

れた、まさに共助だと感じます。そして、自分の力で頑張って生きていく、という自助の心を持つこ

とを大切にしております。自分が人のために何かをすることで人が喜んでくれるとき、自分の能力を

生かし人の幸せを作り出していると感じるときが、私が人間として一番生きがいを感じる時間なので

す。

人という財産に感謝いたしています。
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ボランティア　 下村ノリ子

この度、思いがけない賞を頂き誠にありがとうござ

いました。

これといった特技のない私ですが、ある会で耳にし

た「居るだけでボランティア」そこに居るだけで誰か

に何かを与えているとのこと。その思いだけで続けて

これた事が３つあります。

一つ目は保健所のデイケアにＨ１０年から参加して

いることです。花好きな私は毎回庭に咲いた花を持っ

て行きます。花瓶に挿していると誰彼となく話しかけ

て下さいます。この花は何という花？いいにおいね、

この花は私も好き、等と話が弾みます。優しい気持ち

にしてくれる嬉しいひとときです。ちょっとゆっくり

して、花を眺めてホッとしましよう　と。ボランティ

ア４名は各々の個性で参加しています。

二つ目は、視覚障がい者の方々（アイメイト）との

交流です。時々行事のお手伝いを・・・と声がかかり

ますがボランティアというより、障がいのあるなしを

忘れさせる人と人との関わり方、仲間作りを学ぶ楽し

い機会です。

三つ目は、地域でふれあいの会活動です。高齢者と

青壮年者５０名余りの会です。それぞれが出来ること

で参加、参加することで元気になれるをモットーに寝たきりにならない為の体操をしたり、音楽を楽

しんだり、調理して昼食会をしたり、悩み事を話し助け合ったりします。人は色々なことで悩みます。

でも話を聞いてくれる仲間や場所があることで元気になれると思います。

ボランティアをしていることが、実は自分の生活に潤いを与え元気づけているのです。

これからも気負うことなく自然体で少しでも長く続けていけるよう頑張りたいと思います。
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第６回宮崎県障がい者スポーツ大会

１ 趣旨・概要
スポーツを通じて障がい者間の交流や連携を広げるとともに、県民の障がい者に対する理解を深めそ

の社会参加を促進することを目的として、平成１４年から開催（身体障害者・知的障害者競技のみ）し

ている。第５回大会から、精神科病院や小規模作業所等に通院する精神障がい者等も参加する競　技種

目（３種目）が新たに加わり、またバレーボールの優勝チームが九州大会に参加し善戦するなど年々発

展を続けており、今年の大会も選手・役員等を含め２３４０名の関係者が参加し盛大に開催された。

２ 日　時 平成１９年５月１３日（日） 午前９時１０分～（開会式）

３ 場　所 宮崎県総合運動公園・宮崎エースレーン

（うち精神障がい者関連　総合運動公園武道館・木の花ドーム・青島少年自然の家体育館）

４ 主　催 宮崎県、宮崎県教育委員会、宮崎県社会福祉協議会、宮崎県障害者スポーツ協会

５ 後　援
宮崎県市長会、宮崎県町村会、宮崎県体育協会、日本赤十字社宮崎県支部、

宮崎県身体障害者団体連合会、宮崎県聴覚障害者協会、

宮崎県視覚障害者福祉協会、宮崎県難病団体連絡協議会、

宮崎県手をつなぐ育成会、宮崎県知的障害者福祉協会、

宮崎県精神保健福祉連絡協議会、

宮崎県精神科病院協会、宮崎県精神障害者家族会連合会、

宮崎県精神神経科診療所協会、県立盲・聾・養護学校校長会、

宮崎県特別支援教育研究連合会、各報道機関

６ 主　管

宮崎陸上競技協会、宮崎県水泳連盟、宮崎県卓球協会、

宮崎県アーチェリー協会、宮崎県ボウリング連盟、

宮崎県バレーボール協会、宮崎県ミニバレーボール協会、

宮崎県グラウンド・ゴルフ協会、宮崎県フライングディスク協会、

宮崎県障害者スポーツ指導者協議会

７ 参加者数 １４９１名（選手）（うち精神障がい者関連　４６０名）

８ 実施競技・成績（優勝）

① ミニバレーボール（６人制） １６チーム・１１０名参加

第１パート　虹の丘Ａ（宮崎市）、第２パート　やすらぎＡ（日向市）

第３パート 井上病院デイケアＡ（宮崎市）、

第４パート　憩いの杜Ｂ(門川町)

② グラウンド・ゴルフ　　４０チーム・３１０名参加

Ａコース　精神デイケアＡ（西都市）

Ｂコース　若草クリニックA（宮崎市）

Ｃコース　精神デイケアＢ(西都市)

③ バレーボール（６人制） ３チーム・４０名参加

江南よしみフェニックスクラブ（九州大会への出場権獲得）
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第６回宮崎県障がい者スポーツ大会に参加して

スポーツ大会感想文（ミニバレーボール）
谷口病院デイケア　Ｋ．Ｙ

私は、デイケアに通って他のメンバーさんよ

り一番長いですけど、ミニバレーをするように

なって、最近ようやく上手く出来るようになっ

た気がします。

この大会に出場して、とても緊張してしまい

ましたが、いつもの力を出せなかったけど、自

分のサーブで得点した時は、とても嬉しかった

です。また皆のチームワークで総合３位になれ

たので良かったです。来年こそは、上位をめざ

して練習に励みたいと思います。

西都病院デイケアAチーム

日頃の練習の成果が出せた結果だと思いま

す。これからも、全員で力を合わせ、練習に励

み連覇を目指してがんばります。

スポーツ大会の感想文（グラウンド・ゴルフ）

西都病院デイケアBチーム

優勝出来た事は本当に嬉しいです。

普段の調子が出なくて心配していました。

来年も参加出来る様に練習に励みたいと思い

ます。

“優勝はもらった！！”V
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県障がい者スポーツ大会を振り返って（ミニバレーボール）
協和病院デイケアやすらぎＡ　中山

昨年は、ミニバレー大会でフルセットまでもち込み、惜しくも２位でした。今年はどうしても優勝

を狙いたく選手全員で昨年の雪辱を果たすべく、デイケアのプログラムにミニバレーを３～４回／月

に増やしました。

でも、選手の中で何人かは、作業に行かれており全員がそろう機会はほとんどなく、満足な練習は

できませんでした。でも優勝したいという選手の願いが叶い、今年は２度目の参加で念願の初優勝を

果たすことができました。

何事もやればできるということを痛感いたしました。来年も優勝を狙いたいものです。

県障がい者スポーツ大会について（ミニバレーボール）

協和病院デイケアやすらぎＡ　盛夫

最初の試合で、サーブが２回とも決まりませんでした。焦りがあり、チームに不安を与えました。

しかし、ストレートで勝ち本当に嬉しかった。昼食は、皆で食べて昼からの試合を勝てば優勝とい

うことを聞きました。

仲間のおかげで夢に見た優勝をもぎ取りました。いいお土産を持って帰れました。

スポーツを通じて思ったのですが、何事も最後まで諦めない気持ちが大切だなぁ～と思いました。
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九州・沖縄精神障害者スポーツ大会(第５回)（バレーボール競技）

第５回県大会（平成１８年度）優勝チーム「江南よしみフェニックスクラブ」が県代表チームとし

て参加し、平成１９年度全国大会出場権（秋田県）をかけて白熱した熱戦を繰り広げました。

一回戦は福岡県チームにストレート勝ちをしましたが、準決勝で九州優勝チームの佐賀県チームと

フルセットの末競り負け、惜しくも全国大会出場を逃しました。

県代表が初めて参加した大会ながら、臆することなく堂々とした試合運びで、選手や関係者に大き

な自信と達成感が広がりました。

【大会の概要】

○平成１８年１１月１６日（木）

○大分県別府市総合体育館（べっぷアリーナ）

【大会での成績】

○対戦チーム「はまゆう」(福岡県)戦　０－２　勝利（準決勝進出）

○対戦チーム「わんわん」(佐賀県)戦　２－１　敗退

九州・沖縄精神障害者スポーツ大会に参加して

「夢の舞台を目指して」
江南よしみフェニックスクラブ　ＡＫ

初めての夢の舞台は、白球が手からこぼれ床に落ちる音とともに終わった。

我々江南よしみフェニックスクラブは、昨年の県大会のバレーボールの部で優勝し、九州大会への

切符を手に入れた。出発の朝、僕達９名は、期待と不安の混じり合った面持ちで、支援センターに集

まった。互いに顔を見合うと、遂にこの日が来たという喜びの表情に溢れていた。出発の瞬間バスに

乗り込むと周りから、「頑張って来いよっ」という声が次々にあがり、僕はひそかに大分のお土産は、

優勝の二文字にしよう！と心に決めた。

バスの中では、ドラゴンボールのビデオを見て、明日の試合では、皆が超サイヤ人になれれば、優

勝間違いないと思っていました。しかし、実際は、一本釣りのマグロの様に、コート上で、ピチピチ

と転げ回っていました。実は僕達、「メタボレンジャー」だったのです。

試合前日、前祝いにチームの結束を固める為会食をしました。ホテルへ帰り、それぞれの部屋へ入

り、我に返ると徐々に緊張感が高まって来ました。近くを通る電車の音が、ドキドキ感を更に高めて

いきました。その緊張感に耐えられず、歌を歌っている者もいました。「もう恋なんてしないなんて

ー…」槇原敬之の名曲が空しく暗闇に響き渡りました。試合当日、前日の睡眠不足もあり、実力を出

し切れず、不完全燃焼に終わりました。初めての大舞台はあっけ無く終わりました。西の空を見ると、

光を失った太陽が力無く傾いていました。帰りのバスの中、私達太った魚軍団は、声も出さず、深い

眠りに落ちていました。 今年も県大会で優勝し、九州大会への切符を手に入れました。今年こそは、

九州大会優勝を皆で狙っています。今年１１月迄、まだ、時間がたっぷり有るので、十分練習して行

きたいと思います。近い将来、全国大会で優勝し、東国原知事と共に、マンゴーと地鶏を、全国でＰ

Ｒして来たいと思います。これを通して社会参加につなげて行けたら嬉しいです。
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各地域精神保健福祉協議会の動き

宮 崎 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は、宮崎市、清武町、国富町、綾町の３５の団体と約５０名の個人で構成され、当事者の

自立と社会参加の促進等を目的に次のような活動を行っています。

〔デイケア交流会及び家族のつどい〕

平成１９年１月２５日に約５０名が参加して、当事者及び家族のつどいを開催しました。

当事者の意見発表として、「自立支援法について思うこと」と「宮崎県精神障害者団体連合会（ル

ピナス倶楽部）」の紹介をしていただきました。

また、レクレーションや昼食後のビンゴ大会では、保健所職員の自宅に眠っている品々を提供して

いただき豪華な景品でのゲームとなりました。にこやかな笑顔があちらこちらで見られ楽しい一日を

過ごすことができました。

〔第５３回球技（ボーリング）大会〕

平成１９年２月９日（金）にフェニックスボウルにおいてボーリング大会を行いました。

毎年この大会を待ち望んでいる方が多く、１３団体の３４チーム２６１名の参加のもと 選手はも

ちろん、応援者も一体となってゲームに参加し、いきいきと楽しそうでした。

大会の結果は、優勝：早稲田Ａチーム、２位：高宮フェニックスチーム、３位：ほとくりＡチーム

でした。

〔第４７回宮崎県精神保健福祉大会準備会設置〕

次年度の開催に向けて、事務局になっている県中央保健所と宮崎市保健所が合同で、準備会を設置

しました。当事者・家族会・地域生活を支援している関係機関がいっしょになって、平成１９年１０

月１８日（木）の大会開催に向け準備をスタートしました。
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日 南 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は、日南市、串間市、南郷町、北郷町の関係機関並びに団体で構成されています。地域に

おける精神保健福祉に関する知識の普及・啓発のためのスポーツ交流会や講演、会報「潮騒」の発行

などの事業を推進し、作業所や家族会、当事者会等への活動助成を行っています。

【こころの健康づくり講演会】

テーマ：「子供の引きこもり、不登校の対応について」

～思春期のこころ～

日　時：平成１８年７月１１日（火）

場　所：日南市保健福祉総合センター

講　師：志學館大学人間関係学部

講師　境　泉洋　先生

ひきこもりの支援では、相談者からの相談内容を誰にと

っての相談内容なのか（親の悩みか、本人の悩みか）とい

う視点で見ると整理しやすく、コミュニケーションの悪循

環に気づき対応を変えていくことが大事です。

家族は、「～すべきだ。」という考えであることが多いの

ですが、この様な考えを取り払い、本人が家の中で動きや

すくしてあげることが大切であり、引きこもりは長期化させないことが大事であると感じました。

【家族会交流会】

南郷町ハートフルセンターで、南郷町家族会、串間市家

族会のメンバー（串間市の自助グループ「芽立ちの会」も

含む）で交流会を開催しました。

当日は天気も良く、総勢４４名の方が参加し、さまざま

なゲームや音楽にあわせた体操を楽しみました。民生委員

や食生活改善推進員の方々の参加もあり、地域との繋がり

を感じるものでした。

家族会活動の中で、このような活動は大切なものである

と思いました。

【機関誌発行】

日南地域精神保健福祉協議会だより「潮騒」１５号を発行しました。
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都 城 北 諸 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は都城市、三股町における精神保健福祉の推進を図ることを目的に活動しています。主な

活動としては、作業所等への活動助成や精神障がい者支援ネットワークを結成し講演会やイベントの

企画、協議会だよりの作成を行っています。

【こころの健康づくり講演会】

テーマ：「こころの癒し　～うつ病になる人ならない人～　」

講　師：社団法人八日会大悟病院老年期精神疾患センター長　三山吉夫先生

日　時：平成１９年２月８日（木）１４：００～１６：００

場　所：ウエルネス交流プラザ（都城市）

参加者：２３２人

うつ病は誰でもなる可能性があること、世代や性別での

うつ病の特徴、飲酒や喫煙との関係、うつ病の一般的な知

識についてなど非常に分かりやすい話をしていただき、参

加者からも大変好評でした。

【精神保健福祉啓発イベント「ふれあいニュースポーツ大会」】

日　時：平成１９年３月４日（日）１０：００～１２：３０

場　所：高城運動公園総合体育館

当イベントは、ニュースポーツを通して、地域の皆さんに、精神障がい者への理解を深めてもらい、

こころのバリアフリーの推進を図り障がい者への偏見がなくなることを目的に、１６年度から開催し

ています。

年々参加者が増えてきており、１８年度は１４１人の参加がありました。

※ニュースポーツとは･ ･ ･年齢や体力に関係なく、誰でも、いつでも、どこででも、気楽に、楽しく安全に出来るスポ

ーツと言われています。（１８年度実施したニュースポーツはミニテニスやフォバーディスクなど６種目）
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西 諸 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

６／８（水）第４回西諸地域精神障がい者スポーツ交流会（愛称：「遊ぼかい！ たのしも会」 ）

昨年に引き続き、天候にも恵まれ、病院に入院されてい

る方、デイケアに参加されている方、家族会の方、民生委

員の方々など１８２名の参加のもと開催しました。

多くの方々との交流を目的に、グループ作りゲームや自

己紹介ゲームなどで楽しんだ後、７つのレクリエーション

ゲームをチームで競い、上位３チームが表彰され、賞品が

贈られました。

ボランティアとして参加いただいた民生委員さん方の協

力により、笑顔で声を掛け合うなど、あちこちで交流の輪

が広がりました。

１２／６（水）～／７（木）第８回西諸地域精神障がい者文化交流会（愛称：「こすもす祭」）

「みんな笑顔で歩き出そう！～胸をはっていきいきと～」をテー

マに小林市文化会館で２日間にわたり開催しました。

当事者からみた障害者自立支援法やノーマライゼーションの実践

等について実際の活動を行っている方からの講演をはじめ、ステー

ジ企画として、当事者やボランティアの方々の合

唱や踊り、バンド演奏などの催し物の他、お茶席

体験、ハーブ石けんや絵手紙作成などの体験コー

ナー、作品展やバザーなど、当事者が日頃の活動

を発表しながら、より多くの方々に障がい者の理

解を深めていただく機会となりました。

１２／９（土）こころの健康づくり講演会～自殺対策公開講座～

えびの市文化センターで開催し、２５０名の参加がありまし

た。

えびの史談会会長の山下常昌さんから、「郷土の昔と今～戦時

下及び藩政時代の農村～」と題して御講演をいただき、つづい

て、慶応義塾大学保健管理センター教授の大野裕さんから「う

つと自殺～地域で築く自分らしい生き方～」

と題して御講演をいただきました。

休憩時間等にこころの健康に関心のある方

へ「こころの健康サポーター」としての協力

をお願いしたところ、何人もの方が協力の意

志を示してくださいました。
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西 都 児 湯 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

西都児湯地域精神保健福祉協議会では、精神障がいに関する知識の普及・啓発を目的に講演会、レク

リエーション交流会を開催するとともに、家族会、当事者会、デイケア等の活動支援を行っています。

【管内レクリエーション交流会】

平成１８年１１月９日（木）、高鍋町中央公園でグラウンドゴルフ、高鍋町体育館でアジャタ競技

（玉入れ）とレクリエーションを行いました。

参加団体は、県立富養園、西都病院、高鍋町舞鶴ワークルーム及び家族会、都農町いちょう会、川

南町のぞみ会、高鍋保健所当事者会（太陽の恵）の６団体で、ボランティアの方々にも御協力いただ

き、総勢１１５名が参加し、互いに交流を図りました。

【地域生活支援シンポジウム】

平成１８年１１月２９日に新富町文化会館において、精

神障がい者について理解を深めるため、シンポジウムを開

催しました。当事者や家族の方をはじめ、民生委員、地域

婦人連絡協議会、保健・福祉・医療関係者など約２２０名

が参加しました。シンポジスト４名が、それぞれの立場か

ら障がい者が地域で生活する上で必要なこと、取り組んで

いることなど、熱いメッセ ージをいただきました。

【こころの健康づくり講演会】

平成１８年１２月１９日（火）に、高鍋町美術館におい

て、鹿児島県川薩保健所長の宇田英典先生に「ストレス社

会を生きる～うつについて考える」と題し、御講演いただ

きました。学校、幼稚園、保育園関係者や一般の方々など

約１２０名の参加がありました。



－30－

日 向 入 郷 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は、日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村内の２８の関係団体と１１１人の賛助会員

により構成され、精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的に活動しています。

さわやか交流会

平成1 8年1 2月8日、日向市勤労青少年体育センターで

「玉入れ大会」を開催しました。

病院に入院されている方やデイケアメンバー、作業所等

から128名の参加がありました。

今年は、昨年にひき続き2回目の玉入れとなり、みんな

慣れた様子で競技していました。

仮装して参加したチームもあり、賑やかで笑いに満ちた

交流の場となりました。

家族会合同研修会

平成1 9年3月7日、日向市総合福祉センターで開催し、

39名の参加がありました。

1 0回目となった今年は、日向市の当事者や北海道べてる

の家の生活経験者による体験談をはじめ、「自立支援法の

中でこれから求められるもの」をテーマに、通所授産施設

ブライトハウス住吉の岩下博子施設長から御講演いただき

ました。障がいや社会参加について、当事者や家族が一緒

に考える機会となりました。

機関誌発行

日向入郷地域精神保健福祉協議会紙「さわやかだより」7号を発行しました。

また、一般住民の精神保健福祉に関する理解を深めるために、3回目の「さわやかミニだより」を

作成し、日向市内の全世帯及び日向入郷地域の関係機関へ配布しました。
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延 岡 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は、延岡市、北川町における精神保健及び精神障害者福祉の推進を図ることを目的として、

心の健康づくり講演会、『こころの広場』発行、延岡地域スポ－ツ大会などさまざまな事業を行って

います。（北川町が平成１９年３月３１日に延岡市と合併し、平成１９年度からは延岡市のみとなり

ました。）また、平成１８年度は、会長を吉田病院の吉田建世先生にお引き受けいただき、新たなス

タートを切ったところです。

心の健康づくり講演会

地域の協力の輪を広げることを目的に実施しています。今回は、延岡で発生した竜巻災害のこころ

のケアの一環として「災害とこころのケア」と題して久留米大学医学部　講師　前田正治先生に御講

演していただきました。１３５名の参加でした。竜巻は突然起こってくることで、台風とは違ってこ

ころの準備が整わないうちに被災するので、こころのストレスは大きい。また、回復には時間がかか

るので長期にわたるこころのケアが必要と話された。

延岡地域スポーツ大会

今年度で、１３回目の開催となります。

病院の入院患者さんや仲間の会、作業所等のメンバ－が

ミニバレーボールとグランドゴルフを通して交流を図って

います。天候にも恵まれ１５０名の参加がありました。ミ

ニバレーボールは吉田病院Ｂチーム、グラウンドゴルフは

延岡保養園Ａチームがそれぞれ優勝しました。障害者はも

ちろんボランティアさんとの楽しい交流の場となりまし

た。

こころのコンサート

昨年までは「小さな星のコンサート」として永年親しん

できたコンサートを、新たに当事者が主体的に参加する発

表会として再スタートしました。延岡保養園・吉田病院・

大瀬作業所・カンナ工房・高千穂焼き作業所・あまてらす

の皆さんの工夫をこらした歌と演奏に、聴衆も発表者も一

つになったクリスマス会となりました。最後には、クリス

マスプレゼントの抽選会もあり楽しい時間となりました。

こころの広場

心の健康づくりと精神障害者支援、精神保健福祉最新情報の提供を目的として年１回発行し、会員、

関係機関、当事者及び家族、ボランティア等へ配布しました。
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西 臼 杵 地 域 精 神 保 健 福 祉 協 議 会

当協議会は、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町における精神保健及び精神障害者福祉の推進を図ること

を目的として、現在、団体会員（２５）、個人会員で運営し、啓発活動を中心に事業を進めています。

【グラウンド・ゴルフ交流会】

平成１８年１０月２６日（木）に、高千穂町総合競技場に

おいて、グラウンドゴルフ交流会を開催し、５３名の参加が

ありました。高千穂町グラウンド・ゴルフ協会の御協力をい

ただきながら、国見ヶ丘病院・高千穂町・日之影町デイケア

の参加者で混合チームを作り、ホールを回りました。

ホールインワン賞も出るなど楽しい交流会となりました。

【啓発紙の発行】

「精神保健福祉たかちほ」１３号を発行し、平成1 9年2月に会員と西臼杵地区全世帯に配布しました。

【こころの健康づくり講演会の開催】

平成１９年３月１６日、南部病院　脳外科部長の上田　孝先生を講師に迎え「脳から見た“幸せ”

になる方法」という演題で講演会を開催しました。

８８人の参加があり、講師の気さくな「綾小路きみまろばりの漫談」、参加者に協力をもらい寸劇

を行いながらの講演でした。参加者はメモを取るのも忘れて講演を楽しんでいる様子でした。参加者

の感想としても、多くの方が「良かった」「元気が出た」「幸せの価値観は心の持ち方による」また、

同じ講師の話が聞きたいとの意見が出たところでした。

※「人を不安と恐怖にするには」～１．孤立　２．無視　３．凝視。をする

※「幸せ」になるための3つのステップ～１．自分の気持ちを人に伝えること。相手の話をよく聞くこと

２．相槌を打つ　手拍子　拍手など。 ３．笑顔
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精神障がい者支援組織・グループの動き

「特定非営利活動法人宮崎県精神障害者家族会連合会」第1回定期総会を終えて

特定非営利活動法人　宮崎県精神障害者家族会連合会

会長　長友　信夫

長年の懸案であった法人化の認証をようやく受け、特定非営利活動法人として正式に5月1 8日、第1

回定期総会を開催しました。

定期総会では、宮崎県障害福祉課長の村岡精二氏、宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長代理として奥

泰裕氏の挨拶の後、障害福祉課長の講演を頂きました。

村岡精二氏は気象予報士の資格を持っておられて、台風の進路を天気図を見ながら予想をすることの

面白さから、台風が大好きだというお話から始まりました。理系の分野から福祉の分野に進まれたその

異色の経歴も面白いと思いました。村岡氏は、障がいを持つ当事者や家族会の皆さんとともに勉強をし

ながら、取り組みが遅れているといわれる精神福祉行政をしっかり進めていくという確固たる信念を述

べられました。わかりやすく穏やかな語り口は、会場の参加者に身近な存在感を抱かせたことは間違い

ありません。

質疑応答でも今までの総会にない多くの発言が相次ぎ、時間の関係で打ち切らざるを得ませんでした。

講演の後、1 8年度の事業報告、決算報告の承認、1 9年度の事業計画、予算案を承認し議事は終了しま

した。

その後、「いやしの時間」として、ボランティアで出演してくださった茶原由貴子さんのキーボード

の伴奏に合わせて、本田美和子さんの素晴らしい語りと井崎和子さんとの歌声は、参加者の心をいやす

には十分でした。

金子みすゞさんの詩「私と小鳥と鈴と」や「ふるさと」を最後に参加者全員で歌いました。楽しい一

時でした。

最後に、延岡城山家族会会長　葛原義信氏が、「大瀬作業所の現状」について作業所の経緯などを、

スライドで映しながら発表されました。このような体験発表の仕方は、これまでの宮家連にはない画期

的な試みで大変好評でした。葛原氏の発表を受けて、意見交換会を行い、各地で頑張っておられる作業

所の所長さんなどから意見が相次ぎ盛況のうちに総会は終了しました。

私たちの宮家連は、台風に例えれば、まだ「台風の目」にも成長していない小さな組織ではあります

が、家族会に参加している会員の知恵を出し合いながらともに行動を起こしてゆけば、将来きっと「大

きな台風の目」となり精神障がい者に対する多くの問題を一つずつ解決して行けるものと思います。

障害福祉課の皆さん、その他各関係機関の皆様のご支援をよろしくお願いいたします。

総会の様子は、宮家連のホームページ「家族の広場」に写真が掲載してありますので是非ご覧くださ

い。ホームページは「宮家連」で検索していただくと立ち上がります。

第1回定期総会で講演される

障害福祉課長　村岡　精二氏
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社 団 法 人 宮 崎 県 断 酒 友 の 会

アルコール依存症は決して特別な病気ではありません！

アルコールは依存性の高い薬物なので、アルコール依存症になるのは意志の強さや性格は関係あり

ません。飲み方を間違えると誰でもなる可能性があります。性別も年齢も職業も学歴も関係ありませ

ん。依存症者は全国に82万人いると推計され、予備軍はその数倍はいると言われています。さらに

最近の傾向として、暴言・暴力もない『静かなるアル中』や、仕事も休まずにこなす『ネクタイアル

中』など、一見アルコール依存症には見えない人達が増えています。

アルコール依存症は否認の病気です！

本人は、自分がアルコール依存症ではないというあらゆる理由を

考え出し、アルコールを得るためには手段を選ばず、嘘も平気でつ

きます。本人が必死に否認する理由としては、自分がアルコール依

存症であると認めると、何よりも大切なアルコールを手離さなけれ

ばならないからです。さらに家族にも否認の傾向はあります。「ま

さか自分の夫が、妻が、アルコール依存症のはずはない。」これは

家族のもっとも陥りやすい否認です。

※本人、家族が否認を乗り越えてはじめて、アルコール依存症からの回復が始まります。

断酒会には誰よりもわかりあえる仲間と気づきがあります！

アルコール依存症からの回復には断酒しかありません。しかし、

1人では断酒できません。そこで、(社)宮崎県断酒友の会では『孤独

からの脱出』をモットーに掲げ、定期的に例会を開催し、アルコー

ルに関して｢同じ悩み」を持つ本人とその家族が集まって体験談を

語り合い、人と人との結びつきをより大切にしています。

※断酒の鉄則は体験談を目で聞き、足で語る。即ち例会出席！

例会は、各支部によって大小の差はありますが、毎月決まった曜日に県内各地【宮崎・都城・日

南・清武・高岡・西諸・えびの・日向・延岡】の会場で、毎回１５名前後で約9 0分～1 2 0分、酒害体

験を語りあいます。例会には酒害者の家族も参加し、家族も酒害体験を語ります。 家族は酒害の影

響をまともに受けていますので、体験談を語ることにより、家族も自己洞察が強まり、回復へと結び

ついていきます。

今まで家族は問題飲酒の後始末をしたりして、結果としてアルコ

ール依存症者を飲ませ続ける事になり、酒害に巻き込まれ、心身と

もに疲れきっています。だから、家族だけでも例会に出席して、酒

害者本人とその家族の酒害体験に耳を傾けて下さい。そして、アル

コール依存症という病気を理解し、積極的に例会参加に取り組み、

家族が回復し変わっていけば、きっと本人も変わる日が訪れるでし

ょう。

【宮崎県断酒友の会に関する問合せ先】

(社)宮崎県断酒友の会 事務局 米崎邦雄 Tel 090-8833-2163

酒害者の家族は最大の被害者ですが
最良の治療者(協力者であり理解者)でもあります！

(社)宮崎県断酒友の会は例会【酒害体験を語り、聞く】を通して

酒害者本人とその家族が『断酒幸福』を目指しています。
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第１回ルピナスフォーラムを終えて

宮崎県精神障害者団体連合会（ルピナス倶楽部）

会長　川本　英樹

一昨年１１月１８日にルピナス倶楽部が発足して以来のルピナスフォーラム、期待と不安が交錯し

ながらも、総会が始まりました。１４名という少ない人数でしたが、議決人数に達したので承認を得

ることができました。

次にみんなで学ぼう障害者自立支援法をテーマに、第１回ルピナスフォーラムが始まり、まず初め

に、私、川本英樹が発表し、障害者自立支援法の施行によって精神障害者はどのようになっていくの

か、中でも印象に残ったのが、一割負担になっての応益負担によってどう変わるのかという事と、障

害者の雇用支援について発表しました。

次に障害福祉課の内海裕士さんが発表し、自立支援法の施行により、今後、障害者を取り巻く環境

や福祉サービスがどう変わっていくのかについて発表し、その中で印象に残ったのが、今まで遅れて

いた障害を取り戻すということでした。

次に岩下博子さんが発表し、障害者の心の支えとなる支援活動の充実または、地域における精神障

害者への支援について発表し、その中でも印象に残ったのが、ささいな事に潰されている悩みを受け、

中でもストレスを克服していく過程において、能力を見出して勇気をもつようにして自分の能力を実

戦に生かしてほしいということでした。

次に永山昌彦さんが三障者の自立を支える環境基盤作りについて発表し、中でも印象に残ったのが、

三障者の自立について実現していくためには、当事者自身が変わっていかなければならないし、自分

たちの障害を他の障害者を思わさせなければならないし、一人一人が力をつけて行かなければならな

いということでした。

最後に、細見　潤さんが医者の立場で意見を述べました。その中でも印象に残ったのが、自尊心を

持ちモチベーションを高めていき、うまく仕事を切り替える方法を努力すれば良いという事と、自分

の気持ちを正しく伝えれば、ストレスを抑えればいろいろな精神症状が治れば治ったと思うし、また

統合失調症は薬物・療法を用いれば治るということと、各個人が薬等を管理し、他人に任せてはだめ

だということでした。

以上５名が障害者自立支援法について詳しく発表しました。

そして、第１回ルピナスフォーラムは約140名の人たちが参加し、成功で終えることができました。

それぐらいに障害者自立支援法に対する関心が高いという表れと、地域支援の精神障害者に対するケ

アが大切であるということでした。

これからも、第２回、３回とルピナスフォーラムを重ねていき、健常者に対して精神障害者に対す

る理解を深めればと改めて痛感しました。
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地域で活動する自助活動グループ等の紹介

「ギャンブル（パチンコ・スロット等）依存症」自助グループ　ＧＡ都城

ＧＡ（ギャンブラーズ・アノニマス）とは

ＧＡとは、名もなきギャンブラー達という意味で、自分のギャンブル（パチンコ・スロット・競馬ｅ

ｔｃ）に問題があり、なんとかして「ギャンブルをしない生活」を取り戻したいと願う人達の為の自助

グループです。

メンバーになるために必要なことはただ一つ、「ギャンブルをやめたい」という願いだけです。「会費」

もないし、「料金」を払う必要もありません。また、「名前・職業・住所等」一切話す必要もありません。

１　ギャンブル依存症とは？

「止めたくてもやめられない」「今日は、行かない」と思っていたとしても行ってしまう。「問題が

ある」とわかっていても、自分の意思ではどうする事もできない「コントロール障害」の病気です。

また、「自覚症状」もなく自分自身で気づく人はほとんどなく、ギャンブルをやればやるほど進行

していきます。

進行すればするほど、本人の周辺に様々な問題が発生します。嘘・言い訳・家庭内窃盗・借金と

次々と問題はエスカレートして行き、最悪な場合は「犯罪」「自殺」に繋がる恐ろしい病気です。

更に、この病気の恐ろしいところは、本人に関わる周辺の人達をも巻き込み病気にしたり、多大な

損害を与えてしまいます。故に、家族等の病気に対する「正しい理解」が重要になります。

２　ＧＡ設立についての経緯

九州管内において、「ギャンブル依存症」に関する自助グループや相談所が存在しないのは南九州

（宮崎県・鹿児島県）だけであり、また、医療機関においても他県に比べますと両県ともに非常に後

進県であります。

パチンコ店の営業軒数を見ると、異常なくらいの店舗が存在し、様々な問題が発生しているのも実

状です。

その様な環境の中で、パチンコ・スロット等で苦しむ本人・家族等が皆無なのは想像しがたく、た

だ単に、手をこまねいているのではないかとの観点から、平成1 9年１月より三股町にあります「大

悟病院様」の御協力の下に設立に至りました。

３　活動状況

毎週２回、それぞれの会場において「ミーティング」を主体とした活動を行っております。参加は、

ルールを守れる方であれば誰でも自由に参加できます。

「病気」に関する資料等（無料）も随時配布いたしておりますので、「病気」に関心のある方は是非

ご参加されることをお勧め致します。

４　ミーティング会場のご案内

月曜日　　１９：３０～２０：３０　　　　　大悟病院（音楽療法室内）

土曜日　　１９：３０～２０：３０　　　　　都城市勤労者会館（警察署近く）

５　相談・連絡先について

大悟病院（北諸県郡三股町大字長田１２７０）Ｔｅｌ：０９８６－５２－５８００

（担当：松岡）

ＧＡ都城（夜間　１８：３０以降） Ｔｅｌ：０９０－１１９３－９６８０　（代表：ジョー）

※都合により場所等の変更がある場合がありますので、来場される場合は、事前に御連絡ください。
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Alcoholics  Anonymous (アルコホーリクス・アノニマス)

ＡＡの宮崎県北部の活動状況

アルコホーリクス・アノニマスは、経験と力と希望を分かち合って共通する問題を解決し、ほかの

人たちもアルコホリズムから回復するように手助けしたいという共同体である。

ＡＡメンバーになるために必要なことはただ一つ、飲酒をやめたいという願いだけである。会費も

ないし、料金を払う必要もない。私たちは自分たちの献金だけで自立している。

ＡＡはどのような宗教、宗派、政党、組織、団体にも縛られていない。また、どのような論争や運

動にも参加せず、支持も反対もしない。

私たちの本来の目的は、飲まないで生きていくことであり、ほかのアルコホーリクも飲まない生き

方を達成するように手助けすることである。

（この序文の著作権はＡＡグレープバイン社にあり、その許可のもとに再録）

AA のびょうかグループ　高千穂会場

西臼杵地区では、２００３年７月より、のびょうかグループ高千穂会場としてミーティング場を開

いております。アルコホーリク本人、家族、その他関係者が自由に参加できるオープンミーティング

です。

＊ 日　時：毎週月曜日（第１月曜を除く）午後７時～８時半

＊ 場　所：西臼杵郡高千穂町三田井４３５－１

高千穂町国民健康保険病院　２Ｆ

その他の県北地域の会場

のびょうかグループ

延岡会場　　　延岡市三ッ瀬町１－１２－４　延岡社会福祉センター　２Ｆ

毎週木曜日　午後７時～８時半（祭日は休み）

ひむかグループ

日向会場　　　日向市鶴町２－４－１６　日向カトリック教会

毎週火曜日　午後７時～８時半

一ヶ岡会場　　延岡市南一ヶ岡２－１７－１　一ヶ岡コミュニティーセンター

第１・３・５土曜日　午後７時～８時半

善正寺会場　　延岡市山下町３－４０８８　善正寺

第２・４土曜日　午後７時～８時半



障がい者の就労促進に取り組む事業所

はぐるま工房　

代表　長嶺　佳子

はぐるま工房は、平成６年に日南保健所のデイケアに通所中のメンバーが中心となり、軽作業をと

おして自立した生活の確立と生きがいを高めることを目的としてスタートしました。

現在の作業内容は、パウンドケーキやクッキーづくり、商品の包装・発送作業等が主で、利用者の

希望・能力に応じた作業を選択できるようにしています。

また、月２回の割りでレクリエーションを取り入れて、心身をリフレッシュしています。

はぐるま工房は、昨年１０月から障害者自立支援法の本格実施に伴い、一般企業等での就労が困難

な障害者に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行なう就労継続

支援事業に移行しました。支援内容は従前どおりですが、精神障害者だけではなく、知的障害者や身

体障害者の仲間も一緒に作業に加わり、お互い助け合いながら進めています。

今後もはぐるま工房は、障害者の方々が地域で安心して暮らしていけるように、生産活動をとおし

て就労に必要な訓練の場、いろいろな人たちとの交流の場、そして憩いの場として位置づけ、関係す

る行政機関等と連携しながら支援して参りたいと思います。

今回は宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰を頂き誠にありがとうございました。

－38－
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有限会社　東九農園

【会社概要】

平成５年６月、本業（東九州電設工業株式会社）のサイドビジネス・業務閑散期の仕事作り・従業

員退職後の雇用対策として会社設立をしました。

平成１７年２月より精神障がい者社会適応訓練協力事業所として精神障がい者の方の受け入れも行

っています。身体障がい者の受け入れも行っており、現在ピーマン５２アール、大根葉・水菜など３

アールをハウス栽培しています。

【訓練生】

週３日（月・水・金）９時から１５時まで、４名の方が農作業を中心とした訓練を行っています。

訓練生は、日向地域活動支援センターはまゆうまで来てもらい、そこから農園まで送迎を行ってい

ます。

【作業内容】

ハウス内での作業は、ピーマンの摘心、枝整理、葉取り、草取り、野菜の出荷準備（水洗い、計量

など）があります。ハウス内には列ごとに管理番号を付けているので、自分が作業した場所がすぐ分

かるようになっています。次回の作業がスムーズに行えるように作業掲示板に作業番号を記入してい

るので、自分で作業の管理ができるようになっています。

仕事が終わり帰るときには、みなさん満足感あふれた顔をされ、車中より手を振られ、私どもまで

やりがいを感じています。ハウス内の作業は、寒い時期はいいですが、暑い時期は大変な作業ですが

皆さん良く頑張ってくださいます。

【その他】

従業員とのコミュニケーション作りとして、誕生会・食事会・ピーマン試食会・お楽しみ会（年始

め）などのレクリエーションも行っています。

また、地域の幼稚園、小学校から野外学習としてピーマンの収穫に来られますので、子ども達との

交流もあります。
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園芸用ガラスハウスが完成しました！

奥がハウス、手前は休憩室です。

カンナ工房施設長　工藤　慶子

青葉若葉の光り輝く季節となりました。

カンナ工房は平成１６年開所から４年目を迎えることができました。

これもひとえに皆様方の厚いご支援のおかげであり、心より感謝申し上げます。

これまで通所授産施設として運営してまいりましたが、法改正により就労継続支援事業所

「B型」として新体制に移行しました。基幹としてのパン、クッキーに加え利用者さんのさ

まざまなニーズに応えるべく新しい事業「園芸」を取り入れます。宮崎県の補助により温室

も完成しました。これからいろいろな花を育て、こころの安らぎを感じていただくとともに、

これが利益を生み、少しでも工賃の上乗せができるようになればと、考えています。

これからも利用者の方々の地域生活の安定や社会参加の援助に全力で取り組み、１人でも

多くの就労が実現できますよう職員一同でがんばります。

更なるご支援をお願い申し上げます。

開所式：平成19年6月29日カンナ工房（玄関）
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会　賛助会員の最近の取り組み

♪　医療法人　恵喜会　西都病院　認知症治療疾患病棟　♪

当病棟は6 0名の患者様が入院され、関わるスタッフは看護師・准看護師・介護福祉士・介護助

手・作業療法士・音楽療法士・精神保健福祉士と多職種により構成されている。

園芸活動に取り組むきっかけとして、患者様から「花が好き」や「昔は園芸をしていた」などの言

葉がコミュニケーションを取っていくうちに聞かれるようになり、数名の患者様とスタッフとで当病

棟に備え付けてあるテラスで取り組み始めた。

苗の買い付けや肥料・プランター等に至るまで、患者様と買い物へ出かけ、いちからスタートさせた。

S S Tの場を活用し、何が育ててみたいかなど患者様の声を第一とし数種類の花や植物（夏野菜）を

取り入れた。

農家をやっていた患者様や園芸を趣味としていた方も多く、スタッフより手際の良い患者様も見ら

れ、教えてもらう事もあり楽しく行っている。

日々の生活の中で、患者様が積極的に水やりを行ったり、成長具合を確認したり、普段は園芸に関

わらない患者様も、テラスを見てくつろいでいたりする姿が度々見られるようになった。

夏野菜を収穫し、女性患者様につけものにしてもらい、みんなで試食したりなどし、園芸活動から

調理などの活動に発展させる事も出来ている。

現在の取り組みとしては、昨年の継続に加え、当初より園芸に興味・関心のある患者様も増え、に

ぎやかに活動しており、他の場所での花植えなど活動の場を増やしている。また、南九州大学より学

生ボランティアを交えて行うことで充実してきた。今年もテラスでは多くの花などで楽しむ事が出来、

夏野菜の収穫をスタッフ・患者様共に楽しみにしている。
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医療法人　悠生会吉田病院　在宅支援サービスのご紹介
＊生活訓練施設　援護寮　「はまぼう荘」 H１８年９月１日開所しました。

生活訓練施設援護寮とは・・入院の必要性はないが、精神障害のために単独の日常生活が困難で、

生活訓練の必要な方、社会復帰を希望される方が入所対象となります。

定員は２０名　常勤職員は施設長１名、精神保健福祉士１名、社会復帰指導員４名

「はまぼう」の花

アオイ科の植物です

河口などに見られます

＊訪問看護サービス

患者様、御家族のご希望があった場合に看護師や、精神保健福祉士が、ご家庭等を訪問し、①病状

相談　②通院服薬相談　③日常生活相談　④家庭環境相談　⑤社会資源活用方法相談等のサービスを

行っています。

通院治寮をされている方で、なかなか、通院や服薬がうまくい

かない、話し相手がいない家にひきこもりがちな方は一度ご相談

してみてください。

＊家族勉強会・家族交流会

H１６年より認知症の患者様をもつご家族を対象に、認知症の勉強会とご家族の交流会を行ってき

ました。H１７年より、入院患者様のご家族や地域の方々にもおよびかけして年１回のペースで行っ

ています。H１８年３月には外部講師を招いての講演会と茶話会形式の交流会を行いました。ご家族

は、日頃話せない悩みや、日常生活で困っている出来事を、同じ悩みを持つ他の家族やD rに話せた

ことで、安心したり、対応のヒントを得たりと好評でした。又、H 1 8年７月には精神科の患者様ご家

族を対象に「統合失調症」の講演を行いました。今後は疾患別の勉強会やご家族の交流会が開催でき

ればと思っております。

＊重度認知症患者デイケア「しおさい」

医療保険での認知症のデイケアです。月曜日～土曜日まで行っています。

外部講師による音楽療法（２回/月）行っています。

職員配置　Dr、看護師２名　准看護師１名　OT１名　PSW１名　介護職６名

＊精神科デイケア「フレッシュハート」

H１８年より、デイナイトケアも始めました。

Aｍ　９：００よりPm７：００まで　昼食、夕食を提供いたします。

職員配置　Dr１名　看護師３名　准看護師１名　OT１名　CP１名　PSW１名　栄養士１名　
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会だより

協議会は、「精神衛生協議会」として昭和３５年に精神衛生に関する普及啓発のために設立されま

した。その後の法改正に伴い、平成元年度「精神保健協議会」、平成８年度「精神保健福祉協議会」

へと名称変更を経て、平成１２年度の組織変更に伴い現行の「精神保健福祉連絡協議会」となりまし

た。現在、精神保健及び精神障がい者の福祉に関する思想の啓発普及を主な目的として活動を推進し

ています。

主な行事の開催（平成１８年度）

月/日 名　　称 内 容

5/14

5/23

9/1

10/5

10/12

2/5

2/8

3/16

3/20

第5回宮崎県障害者ｽ ﾎ゚ ｰ ﾂ大会

(宮崎市)

第1回総会(宮崎市)

第2回総会および第1回理事会

(宮崎市)

「精神保健福祉みやざき

（４６号）」

第4 6回宮崎県精神保健福祉

大会(小林市)

精神保健福祉だより「心の健

康( N o .６１)」

こころの健康づくり講演会

(都城市)

こころの健康づくり講演会

(高千穂町)

第3回総会(宮崎市)

宮崎県総合運動公園ほか（参加者数　１，５１２名）

（うち精神障がい者の部　５２４名）

平成１７年度事業報告及び平成１８年度事業計画他

協議会会長表彰者の選考他

機関誌（１，７００部）発行

小林市文化会館（参加者数　１，２７１名）

啓発パンフレット（１，５００部）発行

ウェルネス交流プラザ（参加者数　２３２名）

高千穂町自然休養村管理センター（参加者数　８８名）

平成１９年度事業計画及び予算案他
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平 成 １ ８ 年 度 事 業 実 績

１ 会議の開催

（１）第１回総会　（平成１８年５月２３日(火) 県総合保健センタ－５階研修室Ａ）

・平成１７年度事業報告及び決算報告について

・平成１８年度事業計画案及び当初予算案について

・各地域における事業報告（１７年度）及び事業計画（１８年度）

（２）第２回総会・第１回理事会　（平成１８年９月１日(金) 県総合保健センタ－５階研修室Ａ）

・役員の選任について

・第４６回宮崎県精神保健福祉大会における精神保健福祉功労者選考について

・精神保健福祉みやざき（第４６号）の発行について

（３）第３回総会　（平成１９年３月２０日(火) 県総合保健センタ－５階研修室Ａ）

・役員の改選について（平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日）

・平成１９年度事業計画案及び当初予算案について

・精神保健福祉連絡協議会会長表彰規定の改正について

・こころの健康づくり特別対策事業の創設について

２ 大会の開催

（１）第５回宮崎県精神障害者スポ－ツ大会

・平成１８年５月１４日(日)開催（宮崎県総合運動公園ほか）

・ミニバレーボール １８チーム、グラウンド・ゴルフ　４７チーム

バレーボール　３チーム

・参加者総数　１,５１２名（うち精神障がい者の部　５２４名）

（２）第４６回宮崎県精神保健福祉大会

・平成１８年１０月１２日(木)開催（小林市文化会館）

・テーマ　笑って笑って　こころも笑う　笑顔いっぱい　しあわせいっぱい

・精神保健福祉功労者表彰（会長表彰受賞者　９者）

・特別講演　ライブ講座　爆笑「客席参加型落語」 落語家 桂　三風氏

・参加者総数　１,２７１名

３ 啓発・助成

（１）「特定非営利活動法人 宮崎県精神障害者家族会連合会」活動支援

（２）「社団法人 宮崎県断酒友の会」活動支援

（３）「ルピナス・ファーラム」開催支援(平成１８年１０月２８日(土))

４ 普及・啓発

（１）機関誌「精神保健福祉みやざき(４６号)」 １，７００部（１０月５日発行）

（２）啓発用パンフレット「心の健康（№６１）」１，５００部（２月５日発行）

５ その他

（１）こころの健康づくり推進事業（講演会　２回） 都城市、高千穂町

（２）精神保健福祉功労者表彰（会長表彰） ９者（個人　７名、ｸﾞﾙｰﾌﾟ ２団体）

（３）九州精神保健福祉協議会理事会（長崎市）出席

（４）全国精神保健福祉連絡協議会総会・保健福祉全国大会（千葉市）出席
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平 成 １ ９ 年 度 事 業 計 画

１　県大会開催

(1)  第４７回「宮崎県精神保健福祉大会」

平成１９年１０月１８日（木）開催予定

宮崎市民文化ホール（宮崎市）

(2) 第６回「宮崎県障がい者スポ－ツ大会」

平成１９年５月１３日（日）開催予定

宮崎県総合運動公園（宮崎市）

２　精神保健福祉功労者表彰

（第４７回精神保健福祉大会時に表彰状授与予定）

３　各地域精神保健福祉協議会活動への支援

新「こころの健康づくり特別対策事業」

自殺対策、自立支援促進(退院促進・地域生活支援)事業の創設

４　普及啓発事業

(1) 機関誌「精神保健福祉みやざき(第４７号)」の発行・配布

(2) 啓発誌「心の健康(Ｎｏ６２)」の作成・配布

新 (3)「専用ホームページ(ＨＰ)」の開設・運用

精神保健福祉事業や協議会関連活動に関する啓発・広報活動の強化

(4) ビデオ・図書類等の貸し出し

(5) 自助グループ活動への助言・支援

５　各種団体に対する支援事業

(1)「ＮＰＯ法人宮崎県精神障害者家族会連合会」活動支援

(2)「社団法人宮崎県断酒友の会」活動支援

(3)「ルピナス・フォーラム」開催支援

６　社会復帰指導育成

社会支援又は自助グル－プ等の結成促進、障がい者に対する理解促進活動に対する指導・育成

７　総会・理事会の開催

(1) 第１回総会（平成１９年５月開催）

最終決算・事業実績承認、協議会・団体活動報告など

(2) 第１回理事会（平成１９年８月開催）

表彰者決定、機関誌発行、特別事業審査など

(3) 第２回総会（平成２０年３月開催）

当初予算・事業計画決定、事業日程・新規案件協議など

８　その他

(1) 九州精神保健福祉協議会理事会への出席

(2) 全国精神保健福祉連絡協議会総会等への出席
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平成１９年度新たにスタートする新規事業

１「こころの健康づくり特別対策事業」の創設について

①　事業の趣旨

協議会は、特定の課題(自殺予防、自立支援など)をテーマとして効果的に対応する態勢を整え、か

つ各地域や各市町村が抱える課題に重点的に対処する事業を支援することを目的とした「こころの健

康づくり特別対策事業」を平成１９年度の新規事業として創設しました。

②　事業の概要

県内８医療圏域をそれぞれカバーしている「各地域の精神保健福祉協議会」が実施主体となって、

その管内市町村や関係医療機関と連携・連絡して企画・立案し、また実際の活動についても共同して

実施する次の1)と2)の事業内容を支援します。

１) 自殺対策推進事業

地域住民が抱えるうつ病、ストレス等に適切に対応して自殺予防対策を推進することを目的と

した活動を内容とする事業

２) 自立支援促進事業（退院促進・地域生活支援）

長期入院している精神障がい者等が地域社会で自立して生活できるような基盤づくりに寄与す

ることを目的とした活動を内容とする事業

２　「専用ホームページ（ＨＰ）」の開設について

①　開設の趣旨

精神障がい者に関する啓発・支援活動をさらに促進するとともに、精神保健福祉関連の情報をより

効果的に提供する態勢を整え、関係者や一般県民がアクセスしやすいネットワークを構築することを

目的に協議会専用のホームページを開設します。

②　開設の概要

協議会の活動内容や組織態勢を分かりやすく紹介するとともに、協議会を構成する会員情報を掲載

することで、行政機関、医療施設、関係団体間の連携や連絡を促進します。また、機関誌「精神保健

福祉みやざき」等もアップして県内で実際に動いている活動の今を精しく紹介します。
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会　役員名簿

平成１９年５月８日現在

役　　名 氏　　　　名 役　　　　職　　　　名

会 長 三　山　吉　夫 宮崎大学　名誉教授

副 会 長 河　野　一　成 宮崎県精神科病院協会　会長

常務理事 杉　本　隆　史 宮崎県精神保健福祉センター　所長

理　　事 近　間　　　悟 宮崎地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 谷　口　　　浩 日南地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 藤　元　登四郎 都城北諸地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 肥　後　正　弘 西諸地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 中　林　永　一 西都児湯地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 二　宮　嘉　正 日向入郷地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 吉　田　建　世 延岡地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 植　松　昌　俊 西臼杵地域精神保健福祉協議会　代表

理　　事 石　田　　　康 宮崎大学医学部精神医学講座　教授

理　　事 河　野　　　博 宮崎県社会福祉協議会　副会長

理　　事 近　間　　　悟 宮崎県精神神経科診療所協会　会長

理　　事 村　岡　精　二 宮崎県障害福祉課　課長

理　　事 長　友　信　夫 宮崎県精神障害者家族会連合会　会長

理　　事 森　山 健　一 宮崎県断酒友の会　理事長

理　　事 馬　場　　　弘 宮崎県障害者社会参加推進協議会　会長

理　　事 野　辺 正　凉 宮崎県老人福祉サービス協議会　会長

監　　事 後　藤　　　勇 宮崎県精神科医会　監事

監　　事 川　畑　紀　彦 宮崎県保健所長会　会長

役員数：理事１９名（会長１名、副会長１名、常務理事１名を含む）、監事２名

役員任期：平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日（２年間）
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